
 

平成28年5月20日(金)22時40分 

 

平成２８年熊本地震災害への対応について（第12報） 

ー こころのケア班出発 ー 

 本社からの派遣要請による第７班は、こころのケア指導者３名と業

務調整員１名の編成で、12時30分南館研修室で出発式を行い、新幹

線で熊本県支部へ向けて出発しました。17時12分熊本県支部へ到着

報告、19時10分から全体ミーティング及びこころのケア班ミーティ

ングに参加、21時30分に引継ぎを終了しました。 

21日(土)は、8時30分から益城町保健福祉センター（はぴねす）で

の会議に出席、終了後益城町総合体育館へ移動、全体ミーティングで

打合せを行い、こころのケア活動を開始します。体育館では環境整備

に伴う避難者の移動が開始されており、専用の部屋が確保できないこ

とから巡回での傾聴が主となります。また、益城町役場で職員等支援

者へのこころのケア活動も行う予定。【５月２６日（木）帰着予定】 

＝＝＝   光光光畑畑畑看看看護護護副副副部部部長長長帰帰帰院院院   ＝＝＝   
5月14日(金)からこころのケアコーディネーター要員として熊本県

支部へ派遣されていた光畑裕子看護副部長と廣江善男調整員(血液セ

ンター)は、本日熊本県支部災害対策本部で引継ぎを終えて帰岡、17

時28分院長室で帰着報告を行いました。発災から一カ月、支援者や

被災者へのこころのケア活動が重要となってきています。 

 

 

 

 

 

 

 

* 

*本社派遣数 

////救救護護班班のの活活動動状状況況////  
2200日日現現在在55班班（（内内、、第第５５ブブロロッックク山山口口県県支支部部小小野野田田赤赤十十字字病病院院第第２２班班

((本本日日最最終終日日 ))））、、2211日日かかららはは鹿鹿児児島島赤赤十十字字病病院院第第４４班班及及びび熊熊本本赤赤十十字字病病

院院４４班班ががすすべべてて担担うう。。2244日日ににははJJMMAATTにに引引きき継継ぎぎ終終了了ととななりりまますす。。  



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なく一か月、益城 


